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汚染水処理から発生する様々な廃棄物に対して、低温処理技術（セメント固化等）による固化処理プロセス

の適用可能性を簡易に検査するため、これまでに開発した画像判定装置を用いて熱画像から発熱量を算出し、

固化可能な発熱量の制限値について検討した。結果から発熱量の制限範囲を取得することができたため、今

後その制限範囲を狭めることで固化可能性判定基準の定量化ができる見込みが得られた。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理において発生する多様な廃棄

物に対して、低温固化処理の適用を簡易に判定する検査手法の開発

を進めている。簡易判定に必要な性状評価（表 1）に係る測定値を

目視による読み取りから機械判定に置き換えるため、これまでに画

像判定試験装置を開発した（図 1）[1]。続いて機械判定による性状

評価に必要な各評価性状の判定基準の数値化を目指し、まず熱画像からの数値

化が容易な発熱量について、従来の目視判定で適用性判定された模擬廃棄物を

対象に、基礎物性である純水との混合時の発熱量を熱画像から算出し、固化可

能な発熱量の制限値を検討した。 

2. 実験 

画像判定試験装置を用いて模擬廃棄物又はセメントと純水の混練物を対象

に 30 秒間隔で熱画像を撮影し、周囲との温度差（最大ΔT）を数値化

した(表 2)。模擬廃棄物は水への溶解時に発熱が生じる硫酸マグネシ

ウムおよび炭酸塩スラリー、鉄共沈スラリーを用いた。 

3. 結果 

セメントの溶解・水和反応に伴い発熱するため、セメント＋純水の

条件でも最大ΔT は 1.2 K であった。鉄共沈スラリーはセメントと比べて高い最大ΔT 3.4 K を示したが、従

来の目視判定では固化可能である。一方、固化不適である硫酸マグネシウムは最大ΔT 24.1 K を示した。よ

って、廃棄物に対して低温固化処理の適用性を検査する上で、発熱によって固化不適と判定する基準値は 3.4 

～ 24.1 K の間にあると推察された。今後は発熱量の制限範囲を更に狭めるため、発熱量の異なる化学物質を

対象に熱画像の取得を行い、継続して検討を進めていく。 

謝辞 本研究は、令和 3 年度開始「廃炉・汚染水対策事業費補助金（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」によ

って実施したものである。 

参考文献 [1] 角田ら，日本原子力学会 2021 年秋の大会， 3A01，オンライン 2021 年 9 月 

*Takumi Taniguchi1, Masahiro Namiki1,2, Koichi Tabata1, Ayaka Kakuda1 Tomoyuki Sone1, Takeshi Osugi1 and Ryoichiro Kuroki1 

1 IRID/JAEA, 2present: Inspection Development. 

3A04 2022年秋の大会

 2022年 日本原子力学会 - 3A04 -


